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[５] 有機物 分 解 促 進 効 果                                               

     

Ｑ ５ － ８  秋に稲わら腐熟促進のため石灰窒素を散布した場合、翌春の田植え時に窒素分

を持越し、窒素過多になるようなことは起こりませんか？ 

 

Ａ５－８   窒素の動きについて滋賀県農試の試験を紹介します。 

稲わら 600 kg に石灰窒素 25kg/10a を散布し、12 月にすき込むと翌年の田植え時（ ５月９

日）、土壌中に残る無機態窒素は稲わらだけをすき込んだ土壌とほとんど変わっておりません。こ

れは石灰窒素の窒素が稲わらに取り込まれたためです。すき込まれた稲わらは田植え時までに

重量が半分程度に減り、残存した稲わらは腐熟が進んでおります。 

表5–7・8にみられるように、石灰窒素添加により稲わらの全窒素は約 10 ％増加しております。

その内訳は生育初期に効く窒素（アルカリ留出窒素）では差が少ないですが、生育中期から後期

に効く窒素（アルカリ非留出窒素）では 12％増となっております。この結果、土壌の窒素供給力

が増加し、稲わらに取り込まれた窒素の一部は無機態窒素となり水稲に吸収されます。したがっ

て、倒伏が起こりやすい水田では前もって基肥窒素量を減肥するのが安全です。 

稲わら腐熟に石灰窒素を施用したときの長野農事試の施肥試験を紹介します。品種はコシヒカ

リ、３ヶ年の試験で基肥窒素 1. 0 kg/10a を少なくした減肥区は標準施肥区と同等の収量となり、

石灰窒素無施用の稲わら単用に比べ多収となっております( 表 5 – 9) 。 

二つの試験から、稲わら腐熟に石灰窒素 20kg/10a 施用した場合、基肥窒素 1. 0 kg/10a 

程度 の減肥は可能であると判断できます。有機態となった石灰窒素由来の窒素は２ ～ ３ 年

後にも徐々に無機化され累積窒素量も増加するため、穂肥についても生育状況を判断しなが

ら、施肥量の調節を図っていく必要があります。

 

 

 

 



* アルカリ非溜出窒素 ･ ･ ･ 比較的無機化しにくく水稲生育の中・後期に効くもの  

 


